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議    事    録 

  

件 名 第１回宜野湾市上下水道料金等審議会 

開催日時 令和元年６月３日（月）１０時００分～１２時１５分 

開催場所 上下水道局２階会議室 

出 席 者 ■平剛委員   ■福里清孝委員  ■加藤壮一委員  

■森田進委員  ■波平道子委員  ■宮城恵美子委員 

■島袋上下水道事業管理者 ■石川次長兼業務サービス課長 

■與那原総務企画課長■呉屋下水道施設課長■高宮城水道施設課長 

■德田技幹兼排水設備係長 ■親川業務管理係長 ■企画係（事務局） 

 

内           容 

事務局  これより、第１回宜野湾市上下水道料金等審議会を開会す

る。 

   会長が決まるまでは、事務局で司会進行を行う。 

   次第２．委員への委嘱状交付を行う。 

  【島袋上下水道事業管理者より、委員への委嘱状交付】 

事務局  次第３．上下水道事業管理者挨拶、宜野湾市上下水道事業

管理者 島袋清松より挨拶を申し上げる。 

  【島袋上下水道事業管理者 挨拶】 

事務局  次第４．委員による自己紹介を行う。 

  【各委員自己紹介挨拶】 

事務局  次第５．宜野湾市上下水道料金等審議会規程第５条により

会長、副会長の選出を行う。規程では、会長及び副会長は互

選となっているが、事務局の選出を行う。規程では、会長及

び副会長は互選となっているが、事務局に腹案がある為、説

明してよいか。 

委員  異議なし。 

   事務局案として、会長に平委員、副会長に福里委員を提案
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する。 

委員  異議なし。 

  【平会長、福里会長就任挨拶】 

  【諮問書の手交】 

事務局  当審議会規程第６条により、審議会は会長が議長となる。

平会長、審議を進めて頂きたい。 

会長  では、審議を始めるにあたり、当審議会の運営について資

料２の宜野湾市上下水道料金等審議会規程第９条の規定に

より審議を行う。 

  まず、当審議会について、本日これからの会議を公開にす

るか、非公開にするか委員の皆様にご審議頂きたい。 

   また併せて、２回目以降の全ての会議について、本日公

開・非公開を決めるか、その都度会議の冒頭にて決めるかに

ついてもご審議頂きたい。 

委員  メディアに対しても公開か。 

事務局  公開の場合は日程を事前公表して、市民以外のメディアの

方も希望があれば傍聴を行うこととなる。スペースに限りも

ある為、人数制限は行う。委員の皆様で公開・非公開を決め

て頂きたい。 

なお、市の規定では、必ず公開というわけではないが、料

金の改定は市民の生活に直接係ることなので、議事録の公開

は行う予定である。 

委員  議事録を閲覧することができるということは、結論的には

公開ということ。料金改定は、議会の議決が必要なものであ

ることから、当審議会においては、スピーディに物事を処理

する為にも非公開が望ましいと考える。 

会長  議事録について、個人を特定できる形とそうでない形で公

開するのかについて、また、公開の方法・タイミングについ

ても委員の皆様に諮りたい。 

委員  原則公開でよいと考える。市民代表として、審議会委員を

担っている為、傍聴希望者については受け入れてよいのでは

ないか。傍聴者が会議を冒涜するような発言等があった場合

には、その方には退席してもらう等の対応は必要であると考

える。 
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委員  発言者を特定し公開すること、またマスコミの取材等で決

まっていない内容が外にでてしまうと市民の皆様は先入観

をもってしまうことが懸念されるが、一定の要件を設けて公

開ということでもよいのではないか。 

委員  料金改定の審議会なので、密室で決めてしまっては、内輪

だけで決めたのではないかという疑念がもたれてしまうと

いう懸念がある。 

委員  会議非公開とし、議事録で公開する方が良いのではない

か。 

   メディアで取り上げられてしまうと、誤解を与える可能性

がある。後に議会において審議されることから、必然的に公

開となる。当審議会は、非公開が望ましいと考える。 

会長  折衷案として、原則公開とし、審議会の日程をホームペー

ジ上で公表し、マスコミ等へはあえてプレスリリースはしな

い。 

また、議事録については、すべて答申後に発言者が特定さ

れないよう委員の氏名は伏せて HP 等にて公表するというこ

とでよいか。（会議の公開・非公開について、最終的な決定

が確認出来ない。） 

   それでは、次に進める。水道料金及び下水道使用料の料金

体系について事務局より説明をして頂きたい。 

事務局 【水道料金及び下水道使用料の料金体系について】 

資料３に沿って説明。 

会長  続いて、宜野湾市上下水道事業経営戦略について事務局よ

り説明をして頂きたい。 

事務局 【経営戦略について】資料（経営戦略冊子）に沿って説明。 

会長  続いて、「水道料金及び下水道使用料の見直しについて」

を議題とする。まずは、事務局より説明をして頂く。 

事務局  経営戦略のとおり、水道料金については、今後新設事業や

耐震化事業等に多額の費用が必要となるものの、最小限の企

業債を活用することで、経営の健全化を維持できる。 

一方下水道使用料については、西普天間跡地利用や改築更

新事業等に係る費用について、企業債の他本市の一般会計か

らの繰入金を活用しても多額の資金不足が予測される。 

 よって事務局としては、今回は水道料金の見直しは行わ

ず。下水道使用料の見直しについてご審議していただきたい
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と考えているが、如何か。委員の皆様の意見を伺いたい。 

会長  事務局より料金見直しについて、今回水道料金の見直しは

行わず、下水道使用料の見直しについて審議していただきた

いと提案があったので、委員の皆様にご審議頂きたい。 

委員  これまでの下水道使用料の改定状況はどうか。 

事務局  下水道使用料については、平成 21 年に改定を行って以来、

消費税以外の使用料見直しは行っていない。今後、県の維持

管理負担金の見直しも行われる予定なので、現状の使用料で

は立ちいかない状況である。 

委員  10 円値上げを今回行ったとして、今後値上げせずにどの

くらいまでもつか。 

事務局  経営戦略策定の段階で、維持管理負担金の増額を見込んで

いない。しかし、県は令和２年４月１日には、維持管理負担

金を３円程度（１立方メートル当たり）増額したいとのこと。

そうなると概算で年間２８００万程増額となる為、多大な影

響がある。 

事務局  経営戦略では、１０円程度の改定を前提としているが、事

務局としては、維持管理負担金増額分の３円程度の上乗せが

必要になると考えている。 

委員  下水道使用料単価とはどのように出した数字か。 

事務局  総使用水量を使用料収入で割り出した単価が９０円（１立

方メートル当たり）である。その単価を１０円程度改定する

必要があるということである。 

委員 全国的にも下水道管の老朽化が問題となっているが、どの

ような資金で工事を行うのか。料金改定以外の方法はないの

か。 

事務局  管路の更新等は、補助金（公共投資交付金等）を活用して

行う。ストックマネジメントを策定し、補助金適用の為に調

査検討を行っている。 

補助金等を活用するにしても残りの 40％は自主財源の確

保が必要だが、現状はほぼ起債。事業で利益を生んで内部留

保資金とする必要がある。 

委員  この 10 円の中には、老朽管の補修経費は入っているか。 

事務局  含まれていない。独立採算で行う場合には、単価で６５円

上げなければならない。しかし単価１５５円となると多大な
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影響がでる。 

委員  経営戦略３５ページ（水道事業の効率化・経営健全化への

取組）の内容を詳しく説明して頂きたい。 

事務局  現在個別に契約している業務を包括的に民間委託してい

く予定。現在職員が行っている窓口業務も委託していきた

い。市内の事業者も巻き込んで運営していく予定である。 

委員  例えば漏水調査から修繕などの一連業務を一括で行える

ということか。 

事務局  その通りである。 

 下水道の修繕については、老朽化した施設を安全対策の

為、通行止めになっている場所もあり、維持管理、施設投資

を含めて修繕費用が必要となる。 

会長  水道料金については見直しを行わず、下水道使用料につい

てのみ改定を行うということでよいか。 

委員  異議なし。 

委員  下水道使用料について、一般家庭の場合月どのくらい増額

するか。 

事務局  一概には言えないが４名家族で３００円程度負担となる。

ただし、従量制を採用している為、多く流すところはその分

施設に与える影響が大きくなることから、使用水量に応じて

超過使用料で調整することも検討したい。 

委員  現在２割が浄化槽使用とあるが、下水道接続率が上がれ

ば、下水道事業の収益は上がるということか。 

事務局 そのとおりである。 

委員  県内１１市の下水道の整備状況、水洗化率等の比較できる

資料を要求する。 

事務局 次回審議会までに準備する。 

会長 質疑が尽きたようなので、最後に次回以降の日程を事務局

より説明頂きたい。 

  【今後の日程について】資料５に沿って説明。 

会長 以上をもって、第１回上下水道料金等審議会を閉会する。 

－ 以上 － 


